
(57)【要約】

【課題】耐摩耗性とウエット性能を両立し、かつ偏摩耗

を抑制する。

【解決手段】リブに凸部分２４Ｂを備えたサイプ２４を

形成したので、小ブロックの凸部分が、隣接する他の小

ブロックの凹部分に嵌合した形態となり、横力が入力し

た際に凸部分と凹部分とが互いに引っ掛かり合い、各小

ブロックは一体となり変形が抑えられ、横力に起因する

偏摩耗の発生を抑えられる。サイプ２４の両側にタイヤ

幅方向に対して平行とされた端部開口部分２４Ａを設け

ているので、小ブロックに、偏摩耗の核となる剛性の低

い鋭角部が形成されない。サイプ２４は、タイヤ周方向

に向って凸となる凸部分２４Ｂを備えているので、タイ

ヤ周方向のエッジ成分が増加することでウエット旋回性

能が向上する。サイプ２４は、底部に向うにしたがって

サイプ長が長くなる構成としたので、トレッドの摩耗に

伴うウエット性能の低下を抑えることができる。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も １ 本 の 周 方 向 主 溝 で 区 画 さ れ た 周 方 向 に 沿 っ て 延 び る リ ブ を ト レ ッ ド に 備 え 、
前 記 リ ブ に 前 記 リ ブ を 横 断 す る サ イ プ を 複 数 形 成 し た 空 気 入 り タ イ ヤ で あ っ て 、
前 記 サ イ プ は 、 リ ブ 幅 方 向 両 側 に 設 け ら れ タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 し て 実 質 上 平 行 と さ れ 端 部 開
口 部 分 と 、 リ ブ 幅 方 向 中 央 付 近 に 設 け ら れ 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 向 っ て 凸 と な る 凸 部 分 と 、 を
備 え 、
前 記 サ イ プ は 、 踏 面 側 よ り も 底 部 側 の 方 が 長 く 形 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 空 気 入
り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 端 部 開 口 部 分 の 長 さ は 、 前 記 リ ブ の 幅 の ２ ０ ～ ７ ０ ％ の 範 囲 内 で あ る 、 こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 端 部 開 口 部 分 は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 し て 略 平 行 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま
た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 サ イ プ は 、 少 な く と も 前 記 リ ブ の 幅 方 向 中 心 部 分 が タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て お
り 、
前 記 リ ブ の 幅 方 向 中 心 部 分 で 前 記 サ イ プ の 傾 斜 角 度 は 、 タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て ５ ～ ２ ０ °
に 設 定 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入
り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 サ イ プ の 深 さ は 、 前 記 周 方 向 主 溝 の 溝 深 さ の ６ ０ ～ ８ ０ ％ の 範 囲 内 に 設 定 さ れ て い る
、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 サ イ プ は 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 等 間 隔 で 配 置 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至
請 求 項 ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 サ イ プ の 凸 部 分 は 曲 率 を 有 す る 円 弧 形 状 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求
項 ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ８ 】
円 弧 形 状 と さ れ た 前 記 凸 部 分 の 曲 率 半 径 が 、 前 記 リ ブ の 幅 の １ ０ ～ ５ ０ ％ の 範 囲 内 に 設 定
さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 サ イ プ の 凸 部 分 は Ｖ 字 形 状 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の 何 れ か
１ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 Ｖ 字 形 状 の 角 度 が ６ ０ ～ １ ２ ０ ° の 範 囲 内 に 設 定 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ９ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 サ イ プ の 凸 部 分 は 、 実 質 上 タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る 幅 方 向 部 分 と 、 前 記 幅 方 向 部 分 と 前
記 端 部 開 口 部 分 と を 連 結 す る 傾 斜 部 分 と か ら な る 台 形 形 状 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 幅 方 向 部 分 の 長 さ が 、 前 記 リ ブ の 幅 の ３ ０ ～ ７ ０ ％ の 範 囲 内 に 設 定 さ れ て い る 、 こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 サ イ プ は 、 少 な く と も 前 記 リ ブ の 側 面 に 開 口 し た 開 口 部 分 が タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て 傾
斜 し て お り 、 前 記 開 口 部 分 の 傾 斜 角 度 は 、 タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て ２ ０ ° 以 内 に 設 定 さ れ て
い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ２ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
タ イ ヤ 幅 方 向 最 外 側 の 前 記 周 方 向 主 溝 の 底 部 に は 、 頂 部 の 位 置 が 踏 面 よ り も 低 く 設 定 さ れ
、 か つ 接 地 時 に 前 記 頂 部 が 路 面 と 接 触 す る 偏 摩 耗 犠 牲 突 起 が 設 け ら れ て い る 、 こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 空 気 入 り タ イ ヤ に か か り 、 特 に 、 サ イ プ の 形 成 さ れ た リ ブ を 備 え 、 耐 摩 耗 性 と
ウ エ ッ ト 性 能 と を 両 立 さ せ た 、 ト ラ ッ ク 、 バ ス 等 の 重 荷 重 車 両 に 好 適 な 空 気 入 り タ イ ヤ に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 リ ブ パ タ ー ン の タ イ ヤ に お い て 、 リ ブ を 横 切 る サ イ プ を 設 け る 技 術 が 使 用 さ れ て き
た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 サ イ プ に よ っ て リ ブ が 分 断 さ れ る た め 、 接 地 時 に は ブ ロ ッ ク 列 の よ う に 挙
動 し 、 タ イ ヤ 踏 面 に 対 す る 様 々 な 入 力 に 対 す る 剛 性 が 低 下 し て し ま い 、 摩 耗 性 を 悪 化 さ せ
る 要 因 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の た め 、 Ｅ Ｐ １ ２ ２ ３ ０ ５ ４ の よ う な 技 術 を 用 い る こ と で 、 新 品 時 の ブ ロ ッ ク に お け る
剛 性 の 低 下 を 抑 制 し つ つ 、 ウ エ ッ ト 性 能 を 発 揮 す る 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の Ｅ Ｐ １ ２ ２ ３ ０ ５ ４ に 記 載 の サ イ プ は 、 屈 曲 し て い る と 共 に 、 上 下 逆 方 向 に 湾 曲 さ せ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
Ｅ Ｐ １ ２ ２ ３ ０ ５ ４ （ Ｆ Ｉ Ｇ １ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 Ｅ Ｐ １ ２ ２ ３ ０ ５ ４ に 記 載 の サ イ プ は 、 端 部 が タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 し て 傾 斜
し て い る た め 、 サ イ プ で 区 画 さ れ た 小 陸 部 に 剛 性 の 低 い 鋭 角 部 分 が 形 成 さ れ て し ま い 、 偏
摩 耗 を 発 生 す る 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す べ く 成 さ れ た も の で 、 耐 摩 耗 性 と ウ エ ッ ト 性 能 を 両 立 し 、 か
つ 偏 摩 耗 を 抑 制 す る こ と の で き る 空 気 入 り タ イ ヤ を 提 供 す る こ と が 目 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 少 な く と も １ 本 の 周 方 向 主 溝 で 区 画 さ れ た 周 方 向 に 沿 っ て 延 び
る リ ブ を ト レ ッ ド に 備 え 、 前 記 リ ブ に 前 記 リ ブ を 横 断 す る サ イ プ を 複 数 形 成 し た 空 気 入 り
タ イ ヤ で あ っ て 、 前 記 サ イ プ は 、 リ ブ 幅 方 向 両 側 に 設 け ら れ タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 し て 実 質 上
平 行 と さ れ 端 部 開 口 部 分 と 、 リ ブ 幅 方 向 中 央 付 近 に 設 け ら れ 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 向 っ て 凸 と
な る 凸 部 分 と 、 を 備 え 、 前 記 サ イ プ は 、 踏 面 側 よ り も 底 部 側 の 方 が 長 く 形 成 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
次 に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ で は 、 ト レ ッ ド に 設 け ら れ た 周 方 向 主 溝 、 及 び リ ブ に 設
け た サ イ プ に よ り 、 基 本 的 な ウ エ ッ ト 性 能 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
リ ブ に 複 数 の サ イ プ を 形 成 す る こ と で 、 リ ブ は 複 数 の 小 ブ ロ ッ ク に 区 画 さ れ る が 、 サ イ プ
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は リ ブ 幅 方 向 中 央 付 近 に タ イ ヤ 周 方 向 に 向 っ て 凸 と な る 凸 部 分 を 備 え て い る の で 、 小 ブ ロ
ッ ク の 凸 部 分 が 隣 接 す る 小 ブ ロ ッ ク の 凹 部 分 に 嵌 合 し た 形 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
し た が っ て 、 横 力 が 入 力 し た 場 合 、 凸 部 分 と 凹 部 分 と が 互 い に 引 っ 掛 か り 合 い 、 し か も 接
地 面 内 で は サ イ プ が 閉 じ て 凸 部 分 と 凹 部 分 と が 互 い に 密 着 す る の で 、 各 小 ブ ロ ッ ク は 一 体
と な り 剛 性 の 低 下 が 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 サ イ プ は 、 リ ブ 幅 方 向 両 側 が タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 し て 実 質 上 平 行 と さ れ 端 部 開 口 部 分
と さ れ て い る の で 、 サ イ プ で 区 画 さ れ た 小 ブ ロ ッ ク に 、 偏 摩 耗 の 核 と な る 剛 性 の 低 い 鋭 角
部 が 形 成 さ れ な い 。 し た が っ て 、 サ イ プ を 形 成 し て も 偏 摩 耗 の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 本 発 明 の サ イ プ は 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 向 っ て 凸 と な る 凸 部 分 を 備 え て い る の で 、 タ イ
ヤ 幅 方 向 の エ ッ ジ 成 分 が 効 く ウ エ ッ ト ブ レ ー キ 性 能 だ け で な く 、 タ イ ヤ 周 方 向 の エ ッ ジ 成
分 が 増 加 す る こ と で ウ エ ッ ト 旋 回 性 能 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に 、 ト レ ッ ド が 摩 耗 す る に し た が っ て ウ エ ッ ト 性 能 が 低 下 す る が 、 ト レ ッ ド の 摩 耗 が
進 行 す る に し た が っ て サ イ プ の 長 さ が 長 く な る 、 即 ち 、 サ イ プ の エ ッ ジ 成 分 が 増 加 す る の
で 、 ウ エ ッ ト 性 能 の 低 下 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 端 部 開 口 部 分
の 長 さ は 、 前 記 リ ブ の 幅 の ２ ０ ～ ７ ０ ％ の 範 囲 内 で あ る 、 こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
端 部 開 口 部 分 の 長 さ が リ ブ の 幅 の ２ ０ ％ 未 満 に な る と 、 小 ブ ロ ッ ク の 角 部 が 実 質 上 鋭 角 に
な っ て し ま い 、 偏 摩 耗 を 発 生 す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
一 方 、 端 部 開 口 部 分 の 長 さ が リ ブ の 幅 の ７ ０ ％ を 越 え る と 、 相 対 的 に 凸 部 分 が 少 な く な り
、 横 力 入 力 時 の 引 っ 掛 か り が 少 な く な っ て 剛 性 の 低 下 を 招 き 、 ま た 、 タ イ ヤ 幅 方 向 の エ ッ
ジ 成 分 が 不 足 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前
記 端 部 開 口 部 分 は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 し て 略 平 行 で あ る 、 こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
端 部 開 口 部 分 の タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 し て 略 平 行 と す る こ と で 、 小 ブ ロ ッ ク の 角 部 の 剛 性 を 確
保 で き 、 偏 摩 耗 の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ に
お い て 、 前 記 サ イ プ は 、 少 な く と も 前 記 リ ブ の 幅 方 向 中 心 部 分 が タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て 傾
斜 し て お り 、 前 記 リ ブ の 幅 方 向 中 心 部 分 で 前 記 サ イ プ の 傾 斜 角 度 は 、 タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し
て ５ ～ ２ ０ ° に 設 定 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
サ イ プ の リ ブ 幅 方 向 中 心 部 分 で の 傾 斜 角 度 が 、 タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て ５ ° 未 満 に な る と 、
摩 耗 時 に サ イ プ の 長 さ を 十 分 に 長 く す る こ と が 出 来 な く な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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一 方 、 サ イ プ の リ ブ 幅 方 向 中 心 部 分 で の 傾 斜 角 度 が 、 タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て ２ ０ ° を 越 え
る と 、 製 造 時 に タ イ ヤ が 金 型 か ら 離 れ な く な っ た り 、 金 型 を 破 損 し た り す る 虞 が あ る 。 ま
た 、 ブ ロ ッ ク 端 部 の タ イ ヤ 径 方 向 剛 性 が 低 下 し 、 偏 摩 耗 の 発 生 及 び ブ ロ ッ ク 欠 け の 虞 が あ
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
し た が っ て 、 サ イ プ の リ ブ 幅 方 向 中 心 部 分 で の 傾 斜 角 度 は 、 タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て ５ ～ ２
０ ° が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ に
お い て 、 前 記 サ イ プ の 深 さ は 、 前 記 周 方 向 主 溝 の 溝 深 さ の ６ ０ ～ ８ ０ ％ の 範 囲 内 に 設 定 さ
れ て い る 、 こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
サ イ プ の 深 さ が 、 周 方 向 主 溝 の 溝 深 さ の ６ ０ ％ 未 満 に な る と 、 摩 耗 時 に 、 周 方 向 エ ッ ジ 成
分 不 足 に よ り ウ エ ッ ト 旋 回 性 の 低 下 、 及 び 幅 方 向 エ ッ ジ 成 分 不 足 に よ り ウ エ ッ ト ブ レ ー キ
性 能 の 低 下 を 招 く 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
一 方 、 サ イ プ の 深 さ が 、 周 方 向 主 溝 の 溝 深 さ の ８ ０ ％ を 越 え る と 、 ブ ロ ッ ク の 幅 方 向 剛 性
不 足 を 招 き 、 操 縦 安 定 性 の 低 下 、 及 び ブ ロ ッ ク 欠 け の 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
し た が っ て 、 サ イ プ の 深 さ を 、 周 方 向 主 溝 の 溝 深 さ の ６ ０ ～ ８ ０ ％ の 範 囲 内 に 設 定 す る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ に
お い て 、 前 記 サ イ プ は 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 等 間 隔 で 配 置 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と し て い る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
サ イ プ を タ イ ヤ 周 方 向 に 等 間 隔 配 置 す る こ と で サ イ プ で 区 画 さ れ た 各 小 ブ ロ ッ ク の 剛 性 が
等 し く な り 、 リ ブ の 摩 耗 が 周 方 向 に 一 様 に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ に
お い て 、 前 記 サ イ プ の 凸 部 分 は 曲 率 を 有 す る 円 弧 形 状 で あ る 、 こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
次 に 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
サ イ プ の 凸 部 分 を 円 弧 形 状 と し た の で 、 先 端 部 分 の 剛 性 低 下 が 無 く 、 偏 摩 耗 の 核 の 発 生 を
防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 円 弧 形 状 と さ れ た
前 記 凸 部 分 の 曲 率 半 径 が 、 前 記 リ ブ の 幅 の １ ０ ～ ５ ０ ％ の 範 囲 内 に 設 定 さ れ て い る 、 こ と
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
次 に 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
円 弧 形 状 と さ れ た 凸 部 分 の 曲 率 半 径 が リ ブ の 幅 の １ ０ ％ 未 満 に な る と 、 相 対 的 に 凸 部 分 が
少 な く な り 、 横 力 入 力 時 の 引 っ 掛 か り が 少 な く な っ て 剛 性 の 低 下 を 招 き 、 ま た 、 タ イ ヤ 幅
方 向 の エ ッ ジ 成 分 が 不 足 す る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
一 方 、 　 円 弧 形 状 と さ れ た 凸 部 分 の 曲 率 半 径 が リ ブ の 幅 の ５ ０ ％ を 越 え る と 、 相 対 的 に 端
部 開 口 部 分 が 少 な く な っ て し ま い 、 小 ブ ロ ッ ク の 角 部 が 実 質 上 鋭 角 に な っ て 、 偏 摩 耗 を 発
生 す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ に
お い て 、 前 記 サ イ プ の 凸 部 分 は Ｖ 字 形 状 で あ る 、 こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
次 に 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
サ イ プ の 凸 部 分 を Ｖ 字 形 状 と し た の で 、 周 方 向 エ ッ ジ 成 分 を 確 保 で き 、 ウ エ ッ ト 旋 回 性 能
が 良 く な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 Ｖ 字 形 状 の
角 度 が ６ ０ ～ １ ２ ０ ° の 範 囲 内 に 設 定 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
次 に 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
Ｖ 字 形 状 の 角 度 が ６ ０ ° 未 満 に な る と 、 Ｖ 字 形 状 が 鋭 角 に な り 過 ぎ 、 先 端 部 の 剛 性 低 下 に
よ り 偏 摩 耗 核 の 発 生 、 及 び ブ ロ ッ ク 欠 け の 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
一 方 、 Ｖ 字 形 状 の 角 度 が １ ２ ０ ° を 越 え る と 、 互 い の ブ ロ ッ ク 同 士 の 周 方 向 の 重 な り 域 が
短 く な り 、 幅 方 向 剛 性 が 低 下 す る 。 ま た 、 周 方 向 エ ッ ジ 成 分 の 低 下 で ウ エ ッ ト 旋 回 性 能 も
低 下 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ
に お い て 、 前 記 サ イ プ の 凸 部 分 は 、 実 質 上 タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る 幅 方 向 部 分 と 、 前 記 幅 方
向 部 分 と 前 記 端 部 開 口 部 分 と を 連 結 す る 傾 斜 部 分 と か ら な る 台 形 形 状 で あ る 、 こ と を 特 徴
と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
次 に 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
サ イ プ の 凸 部 分 を 台 形 形 状 と し た の で 、 凸 部 ブ ロ ッ ク 剛 性 を 高 く 保 て 、 ウ エ ッ ト ブ レ ー キ
性 能 が 良 く 、 偏 摩 耗 核 の 発 生 も 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ に お い て 、 前 記 幅 方 向 部
分 の 長 さ が 、 前 記 リ ブ の 幅 の ３ ０ ～ ７ ０ ％ の 範 囲 内 に 設 定 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と し て
い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
次 に 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
幅 方 向 部 分 の 長 さ が 、 リ ブ の 幅 の ３ ０ ％ 未 満 に な る と 、 凸 部 の 剛 性 が 低 下 し 、 偏 摩 耗 核 発
生 の 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
一 方 、 幅 方 向 部 分 の 長 さ が 、 リ ブ の 幅 の ７ ０ ％ を 越 え る と 、 端 部 開 口 部 分 の 剛 性 が 低 下 し
、 偏 摩 耗 を 発 生 す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
請 求 項 １ ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ２ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ
ヤ に お い て 、 前 記 サ イ プ は 、 少 な く と も 前 記 リ ブ の 側 面 に 開 口 し た 開 口 部 分 が タ イ ヤ 径 方
向 に 対 し て 傾 斜 し て お り 、 前 記 開 口 部 分 の 傾 斜 角 度 は 、 タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て ２ ０ ° 以 内
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に 設 定 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
次 に 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
サ イ プ の 開 口 部 分 の 傾 斜 角 度 が タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て ２ ０ ° を 越 え る と 、 ブ ロ ッ ク 端 部 の
剛 性 不 測 に よ り 偏 摩 耗 の 発 生 、 及 び ブ ロ ッ ク 欠 け の 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
し た が っ て 、 サ イ プ の 開 口 部 分 の 傾 斜 角 度 は 、 タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て ２ ０ ° 以 内 が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
請 求 項 １ ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 空 気 入 り タ イ
ヤ に お い て 、 タ イ ヤ 幅 方 向 最 外 側 の 前 記 周 方 向 主 溝 の 底 部 に は 、 頂 部 の 位 置 が 踏 面 よ り も
低 く 設 定 さ れ 、 か つ 接 地 時 に 前 記 頂 部 が 路 面 と 接 触 す る 偏 摩 耗 犠 牲 突 起 が 設 け ら れ て い る
、 こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
次 に 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
ト レ ッ ド の 径 と 、 偏 摩 耗 犠 牲 突 起 の 頂 部 で の 径 と に 差 が あ る の で 、 空 気 入 り タ イ ヤ が 回 転
し て 路 面 と 接 触 し た と き に 、 偏 摩 耗 犠 牲 突 起 が 路 面 に 対 し て 引 き ず ら れ て 摩 耗 し 、 偏 摩 耗
犠 牲 突 起 に 隣 接 し た リ ブ の 偏 摩 耗 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 シ ョ ル ダ ー 側 の 周 方 向
主 溝 に 偏 摩 耗 犠 牲 突 起 を 設 け た 場 合 、 シ ョ ル ダ ー 側 の リ ブ に 生 じ た 偏 摩 耗 が セ ン タ ー 側 に
進 展 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ の 一 実 施 形 態 を 図 １ 乃 至 図 ７ に し た が っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
図 １ に は 本 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ の ト レ ッ ド １ ２ の パ タ ー ン （ 一 部 ） が 示 さ
れ て お り 、 図 ２ に は ト レ ッ ド １ ２ の 断 面 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ト レ ッ ド １ ２ に は 、 タ イ ヤ 赤 道 面 Ｃ Ｌ を 挟 ん で 両 側 に タ イ ヤ
周 方 向 （ 矢 印 Ａ 方 向 、 及 び 矢 印 Ｂ 方 向 。 な お 、 矢 印 Ｂ 方 向 は タ イ ヤ 回 転 方 向 。 ） に 沿 っ て
延 び る セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ が 形 成 さ れ 、 そ の セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ の タ イ ヤ 幅
方 向 （ 矢 印 Ｗ 方 向 ） 外 側 に は 、 同 じ く タ イ ヤ 周 方 向 に 沿 っ て 延 び る シ ョ ル ダ ー 側 周 方 向 主
溝 １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ト レ ッ ド １ ２ に は 、 セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ と セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ と の 間 に セ ン
タ ー リ ブ １ ８ が 、 セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ と シ ョ ル ダ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ６ と の 間 に は セ
カ ン ド リ ブ ２ ０ が 、 シ ョ ル ダ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ６ の タ イ ヤ 幅 方 向 外 側 に は シ ョ ル ダ ー リ ブ
２ ２ が 区 画 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
セ ン タ ー リ ブ １ ８ に は 、 一 方 の セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ か ら 他 方 の セ ン タ ー 側 周 方 向 主
溝 １ ４ へ 向 け て 延 び て セ ン タ ー リ ブ １ ８ を 横 断 し 、 リ ブ 側 面 に 開 口 し た サ イ プ ２ ４ が 、 タ
イ ヤ 周 方 向 に 沿 っ て 複 数 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
セ カ ン ド リ ブ ２ ０ に も 、 セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ か ら シ ョ ル ダ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ６ へ 向
け て 延 び て セ カ ン ド リ ブ ２ ０ を 横 断 し 、 リ ブ 側 面 に 開 口 し た サ イ プ ２ ４ が 、 タ イ ヤ 周 方 向
に 沿 っ て 複 数 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
な お 、 サ イ プ ２ ４ は 、 本 実 施 形 態 の よ う に タ イ ヤ 周 方 向 に 等 間 隔 で 配 置 す る こ と が 好 ま し
い が 、 場 合 に よ っ て は 不 等 間 隔 で あ っ て も 良 い 。
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【 ０ ０ ７ ２ 】
こ の サ イ プ ２ ４ は 踏 面 形 状 が 屈 曲 し て お り 、 リ ブ 幅 方 向 両 側 が タ イ ヤ 幅 方 向 （ 矢 印 Ｗ 方 向
） に 対 し て 実 質 上 平 行 と さ れ た リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ 、 リ ブ 幅 方 向 中 央 付 近 が タ イ
ヤ 周 方 向 に 向 っ て 凸 と な る 凸 部 分 ２ ４ Ｂ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
な お 、 各 サ イ プ ２ ４ は 、 全 て 同 じ 向 き に 揃 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 サ イ プ ２ ４ の 凸 部 分 ２ ４ Ｂ は 曲 率 を 有 す る 円 弧 形 状
で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
こ の 凸 部 分 ２ ４ Ｂ の 曲 率 半 径 Ｒ は 、 リ ブ 幅 Ｗ ｒ の １ ０ ～ ５ ０ ％ の 範 囲 内 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
な お 、 本 実 施 形 態 の リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 し て 平 行 で あ る が
、 実 質 上 平 行 で あ れ ば 良 く 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 し て 若 干 傾 斜 し て
い て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ の タ イ ヤ 幅 方 向 の 長 さ Ｌ １ は 、 リ ブ 幅 Ｗ
ｒ の １ ０ ～ ３ ５ ％ の 範 囲 内 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
本 実 施 形 態 の サ イ プ ２ ４ は 、 リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ と 凸 部 分 ２ ４ Ｂ と が 小 円 弧 部 分
２ ４ Ｃ を 介 し て 滑 ら か に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
本 実 施 形 態 の よ う に サ イ プ ２ ４ が 屈 曲 し て い る 場 合 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 リ ブ 片 側
端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ と 凸 部 分 ２ ４ Ｂ と の 境 界 は 、 リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ の 直 線 の 延
長 線 と 凸 部 分 ２ ４ Ｂ の 円 弧 の 延 長 線 と の 交 点 Ｐ と し 、 上 記 タ イ ヤ 幅 方 向 の 長 さ Ｌ １ は 、 こ
の 交 点 Ｐ か ら 測 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
図 ５ に 示 す よ う に 、 サ イ プ ２ ４ の 長 さ は 、 踏 面 側 よ り も 底 部 側 の 方 が 長 く 形 成 さ れ て お り
、 サ イ プ ２ ４ は 、 少 な く と も リ ブ 幅 方 向 中 央 部 分 が タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
こ こ で 、 リ ブ の 幅 方 向 中 心 部 分 で の サ イ プ ２ ４ の 傾 斜 角 度 θ ２ は 、 タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て
５ ～ ２ ０ ° の 範 囲 内 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
本 実 施 形 態 で は 、 サ イ プ ２ ４ の リ ブ 側 面 開 口 部 分 ２ ４ Ｆ は 、 タ イ ヤ 径 方 向 と 平 行 （ 踏 面 に
対 し て 直 角 ） で あ る が 、 図 ６ の リ ブ 側 面 図 に 示 す よ う に 、 リ ブ 側 面 開 口 部 分 ２ ４ Ｆ は タ イ
ヤ 径 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て い て も 良 い 。 但 し 、 リ ブ 側 面 開 口 部 分 ２ ４ Ｆ の 傾 斜 角 度 θ ３ は
、 タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て ２ ０ ° 以 内 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
図 ５ に 示 す よ う に 、 サ イ プ ２ ４ の 深 さ ｄ は 、 セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ の 溝 深 さ Ｄ の ６ ０
～ ８ ０ ％ の 範 囲 内 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
本 実 施 形 態 で は 、 セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ の 溝 深 さ Ｄ と 、 シ ョ ル ダ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ６
の 溝 深 さ Ｄ と は 同 一 で あ る が 、 深 さ が 異 な る 場 合 に は 、 サ イ プ ２ ４ の 深 さ ｄ は 、 深 い 方 の
溝 深 さ Ｄ を 基 準 と し て 設 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 シ ョ ル ダ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ６ の 溝 底 に は 、 頂 部 の 位 置 が 踏 面
よ り 低 く 設 定 さ れ 、 か つ 接 地 時 に 路 面 と す べ り 接 触 す る リ ブ 状 の 偏 摩 耗 犠 牲 突 起 ２ ６ が 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
な お 、 シ ョ ル ダ ー リ ブ ２ ２ の ト レ ッ ド 端 付 近 に は 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 沿 っ て 延 び る 細 溝 ３ ０
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が 形 成 さ れ て い る 。
（ 作 用 ）
本 実 施 形 態 の 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ で は 、 ト レ ッ ド １ ２ に 設 け ら れ た セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝
１ ４ 、 シ ョ ル ダ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ６ 、 セ ン タ ー リ ブ １ ８ に 設 け た サ イ プ ２ ４ 、 セ カ ン ド リ
ブ ２ ０ に 設 け た サ イ プ ２ ４ 、 及 び シ ョ ル ダ ー リ ブ ２ ２ に 設 け た 細 溝 ３ ０ に よ り 、 高 い ウ エ
ッ ト 性 能 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
セ ン タ ー リ ブ １ ８ 、 お よ び セ カ ン ド リ ブ ２ ０ に 凸 部 分 ２ ４ Ｂ を 備 え た サ イ プ ２ ４ を 形 成 し
た の で 、 サ イ プ ２ ４ で 区 画 さ れ た 小 ブ ロ ッ ク の 周 方 向 片 側 の 凸 部 分 が 、 隣 接 す る 小 ブ ロ ッ
ク の 凹 部 分 に 嵌 合 し た 形 態 と な る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
し た が っ て 、 横 力 が 入 力 し た 場 合 、 小 ブ ロ ッ ク の 凸 部 分 と 凹 部 分 と が 互 い に 引 っ 掛 か り 合
い 、 さ ら に サ イ プ ２ ４ が 閉 じ て 凸 部 分 と 凹 部 分 と が 互 い に 密 着 す る の で 、 各 小 ブ ロ ッ ク は
一 体 と な り 変 形 が 抑 え ら れ 、 横 力 に 起 因 す る 偏 摩 耗 の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
サ イ プ ２ ４ は 、 リ ブ 幅 方 向 両 側 に タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 し て 実 質 上 平 行 と さ れ た リ ブ 片 側 端 部
開 口 部 分 ２ ４ Ａ を 設 け て い る の で 、 サ イ プ ２ ４ で 区 画 さ れ た 小 ブ ロ ッ ク に 、 偏 摩 耗 の 核 と
な る 剛 性 の 低 い 鋭 角 部 が 形 成 さ れ な い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
し た が っ て 、 サ イ プ ２ ４ を 形 成 し た こ と に よ る 小 ブ ロ ッ ク 角 部 か ら の 偏 摩 耗 の 発 生 を 抑 え
る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
サ イ プ ２ ４ は 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 向 っ て 凸 と な る 凸 部 分 ２ ４ Ｂ を 備 え て い る の で 、 タ イ ヤ 幅
方 向 の エ ッ ジ 成 分 が 効 く ウ エ ッ ト ブ レ ー キ 性 能 だ け で な く 、 タ イ ヤ 周 方 向 の エ ッ ジ 成 分 が
増 加 す る こ と で ウ エ ッ ト 旋 回 性 能 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
ト レ ッ ド １ ２ が 摩 耗 す る と 溝 ボ リ ュ ー ム が 減 少 し て ウ エ ッ ト 性 能 も 低 下 す る が 、 図 ７ に 示
す よ う に 、 ト レ ッ ド １ ２ が 摩 耗 す る と サ イ プ ２ ４ の 長 さ が 長 く な る 、 即 ち 、 サ イ プ ２ ４ の
エ ッ ジ 成 分 が 増 加 す る の で 、 ウ エ ッ ト 性 能 の 低 下 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
な お 、 リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ の 長 さ Ｌ １ が リ ブ 幅 Ｗ ｒ の １ ０ ％ 未 満 に な る と 、 小 ブ
ロ ッ ク の 角 部 が 実 質 上 鋭 角 に な っ て し ま い 、 偏 摩 耗 を 発 生 す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
一 方 、 リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ の 長 さ Ｌ １ が リ ブ 幅 Ｗ ｒ の ３ ５ ％ を 越 え る と 、 相 対 的
に 凸 部 分 ２ ４ Ｂ が 少 な く な り 、 横 力 入 力 時 の 引 っ 掛 か り が 少 な く な っ て 剛 性 の 低 下 を 招 き
、 ま た 、 タ イ ヤ 幅 方 向 の エ ッ ジ 成 分 が 不 足 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
リ ブ 幅 方 向 中 心 部 分 で サ イ プ ２ ４ の 傾 斜 角 度 が 、 タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て ５ ° 未 満 に な る と
、 踏 み 込 み 時 、 ブ ロ ッ ク 剛 性 不 足 、 及 び 蹴 り 出 し 時 ブ ロ ッ ク 剛 性 過 多 に よ り 、 偏 摩 耗 発 生
の 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
一 方 、 リ ブ 幅 方 向 中 心 部 分 で サ イ プ ２ ４ の 傾 斜 角 度 が 、 タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て ２ ０ ° を 越
え る と 、 蹴 り 出 し 時 ブ ロ ッ ク 剛 性 不 足 に よ り 偏 摩 耗 の 発 生 、 及 び ブ ロ ッ ク 欠 け 、 ま た 製 造
時 タ イ ヤ が 金 型 か ら 離 れ な く な っ た り 金 型 の 破 損 の 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
サ イ プ ２ ４ の 深 さ が 、 セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ の 溝 深 さ Ｄ の ６ ０ ％ 未 満 に な る と 、 摩 耗
時 、 周 方 向 エ ッ ジ 成 分 の 低 下 に よ り 、 ウ エ ッ ト 旋 回 性 能 の 低 下 、 及 び 幅 方 向 エ ッ ジ 成 分 の
低 下 に よ り ウ エ ッ ト ブ レ ー キ 性 能 の 低 下 を 招 く 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
一 方 、 サ イ プ ２ ４ の 深 さ が 、 セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ の 溝 深 さ Ｄ の ８ ０ ％ を 越 え る と 、
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ブ ロ ッ ク の 幅 方 向 剛 性 の 低 下 に よ り 、 操 縦 安 定 性 の 低 下 、 及 び ブ ロ ッ ク 欠 け の 虞 も あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
サ イ プ ２ ４ の 凸 部 分 ２ ４ Ｂ を 円 弧 形 状 と し た の で 、 先 端 部 分 の 剛 性 低 下 が 少 な く 、 偏 摩 耗
核 の 発 生 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
円 弧 形 状 と さ れ た 凸 部 分 ２ ４ Ｂ の 曲 率 半 径 Ｒ が リ ブ 幅 Ｗ ｒ の １ ０ ％ 未 満 に な る と 、 相 対 的
に 凸 部 分 ２ ４ Ｂ が 少 な く な り 、 横 力 入 力 時 の 引 っ 掛 か り が 少 な く な っ て 剛 性 の 低 下 を 招 き
、 ま た 、 タ イ ヤ 幅 方 向 の エ ッ ジ 成 分 が 不 足 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
一 方 、 円 弧 形 状 と さ れ た 凸 部 分 ２ ４ Ｂ の 曲 率 半 径 Ｒ が リ ブ 幅 Ｗ ｒ の ５ ０ ％ を 越 え る と 、 相
対 的 に リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ が 少 な く な っ て し ま い 、 小 ブ ロ ッ ク の 角 部 が 実 質 上 鋭
角 に な っ て 、 偏 摩 耗 を 発 生 す る 虞 が あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
サ イ プ ２ ４ の リ ブ 側 面 開 口 部 分 ２ ４ Ｆ の 傾 斜 角 度 θ ３ が タ イ ヤ 径 方 向 に 対 し て ２ ０ ° を 越
え る と 、 蹴 り 出 し 時 、 ブ ロ ッ ク 先 端 部 の 剛 性 不 足 に よ り 、 偏 摩 耗 の 発 明 、 及 び ブ ロ ッ ク 欠
け の 虞 が あ る 。
［ 第 ２ の 実 施 形 態 ］
次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 図 ８ に し た が っ て 説 明 す る 。 な お 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同
一 構 成 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
図 ８ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の サ イ プ ２ ４ の 凸 部 分 ２ ４ Ｂ は Ｖ 字 形 状 で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
こ こ で 、 Ｖ 字 形 状 と さ れ た 凸 部 分 ２ ４ Ｂ の 角 度 θ ４ は 、 ６ ０ ～ １ ２ ０ ° の 範 囲 内 に 設 定 す
る こ と が 好 ま し い 。
（ 作 用 ）
本 実 施 形 態 で は 、 凸 部 分 ２ ４ Ｂ を Ｖ 字 形 状 と し た の で 、 周 方 向 エ ッ ジ 成 分 の 確 保 に よ り ウ
エ ッ ト 旋 回 性 能 が 良 く な る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
な お 、 凸 部 分 ２ ４ Ｂ の 角 度 θ ４ が ６ ０ ° 未 満 に な る と 、 Ｖ 字 形 状 が 鋭 角 に な り 過 ぎ 、 先 端
部 の 剛 性 が 低 下 し 、 偏 摩 耗 核 の 発 生 、 及 び ブ ロ ッ ク 欠 け の 虞 が あ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
一 方 、 凸 部 分 ２ ４ Ｂ の 角 度 θ ４ が １ ２ ０ ° を 越 え る と 、 ブ ロ ッ ク 同 士 の 幅 方 向 の 引 っ 掛 か
り が 少 な く な り 、 幅 方 向 剛 性 が 低 下 し 、 操 縦 安 定 性 の 低 下 を 招 く 。 ま た 、 周 方 向 エ ッ ジ 成
分 の 低 下 で 、 ウ エ ッ ト 旋 回 性 能 の 低 下 を 招 く 。
［ 第 ３ の 実 施 形 態 ］
次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 図 ９ 、 及 び 図 １ ０ に し た が っ て 説 明 す る 。 な お 、 第 １ の
実 施 形 態 と 同 一 構 成 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
図 ９ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の サ イ プ ２ ４ の 凸 部 分 ２ ４ Ｂ は 、 実 質 上 タ イ ヤ 幅 方 向 に 延
び る 幅 方 向 部 分 ２ ４ Ｄ と 、 幅 方 向 部 分 ２ ４ Ｄ と リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ を 連 結 す る タ
イ ヤ 周 方 向 に 対 し て 傾 斜 し た 傾 斜 部 分 ２ ４ Ｅ と 、 か ら な る 台 形 形 状 で あ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
こ こ で 、 幅 方 向 部 分 ２ ４ Ｄ の 長 さ Ｌ ２ は 、 リ ブ 幅 Ｗ ｒ の ３ ０ ～ ７ ０ ％ の 範 囲 内 に 設 定 す る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ １ ０ ９ 】
本 実 施 形 態 の 幅 方 向 部 分 ２ ４ Ｄ は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 す る 角 度 が ０ ° で あ る が 、 図 １ ０ に
示 す よ う に 、 幅 方 向 部 分 ２ ４ Ｄ は タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 し て 傾 斜 し い て も 良 い 。
（ 作 用 ）
本 実 施 形 態 で は 、 凸 部 分 ２ ４ Ｂ を 台 形 形 状 と し た の で 、 凸 部 ブ ロ ッ ク 剛 性 を 高 く 保 て 、 ウ
エ ッ ト ブ レ ー キ 性 能 が 良 く 、 偏 摩 耗 核 の 発 生 も 防 ぐ 。
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【 ０ １ １ ０ 】
な お 、 幅 方 向 部 分 ２ ４ Ｄ の 長 さ Ｌ ２ が 、 リ ブ 幅 Ｗ ｒ の ３ ０ ％ 未 満 に な る と 、 凸 部 の 剛 性 が
低 下 し 、 偏 摩 耗 を 発 生 す る 虞 が あ る 。
【 ０ １ １ １ 】
一 方 、 幅 方 向 部 分 ２ ４ Ｄ の 長 さ Ｌ ２ が 、 リ ブ 幅 Ｗ ２ の ７ ０ ％ を 越 え る と 、 リ ブ 片 側 端 部 開
口 部 分 ２ ４ Ａ の 剛 性 が 低 下 し 偏 摩 耗 発 生 の 虞 が あ る 。
［ そ の 他 の 実 施 形 態 ］
サ イ プ ２ ４ の 形 状 は 第 １ ～ ３ の 実 施 形 態 に 記 載 し た 形 態 に 限 ら ず 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、
新 品 時 に 直 線 形 状 で 、 底 部 に 向 う に し た が っ て 凸 部 ２ ４ Ｂ の 高 さ が 徐 々 に 大 き く な る 形 態
で あ っ て も 良 く 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 新 品 時 と 摩 耗 時 と で 凸 部 ２ ４ Ｂ の 突 出 方 向 が 逆 転
す る 形 態 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ １ １ ２ 】
何 れ の 場 合 で あ っ て も 、 両 端 部 に タ イ ヤ 幅 方 向 に 対 し て 実 質 上 平 行 な リ ブ 片 側 端 部 開 口 部
分 ２ ４ Ａ が 有 れ ば 、 サ イ プ ２ ４ の 形 状 は 上 述 し た も の に 限 ら な い 。
（ 試 験 例 ）
本 発 明 の 効 果 を 確 か め る た め に 、 従 来 例 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ 、 本 発 明 の 適 用 さ れ た 実 施
例 １ ～ ３ の 空 気 入 り タ イ ヤ を 用 意 し 、 ウ エ ッ ト 旋 回 試 験 、 及 び 耐 摩 耗 試 験 を 行 っ た 。 な お
、 試 験 タ イ ヤ の サ イ ズ は 、 ２ ９ ５ ／ ７ ５ Ｒ ２ ２ ． ５ で あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
以 下 に 、 試 験 タ イ ヤ を 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
・ 実 施 例 １ の 空 気 入 り タ イ ヤ ： 前 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 の 空 気 入 り タ イ ヤ で あ る 。 各 部 の
寸 法 、 角 度 、 比 率 等 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ の 長 さ Ｌ １ ： リ ブ 幅 Ｗ ｒ の １ ５ ％
サ イ プ ２ ４ の 傾 斜 角 度 θ ２ ： ８ °
サ イ プ ２ ４ の 深 さ ｄ ： セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ の 溝 深 さ Ｄ の ７ ０ ％
リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ の 角 度 θ １ ： ０ °
リ ブ の 幅 方 向 中 心 部 分 で の サ イ プ ２ ４ の 傾 斜 角 度 θ ２ ： ８ °
凸 部 分 ２ ４ Ｂ の 曲 率 半 径 Ｒ ： リ ブ 幅 Ｗ ｒ の ３ ５ ％
リ ブ 側 面 開 口 部 分 ２ ４ Ｆ の 傾 斜 角 度 θ ３ ： ３ °
・ 実 施 例 ２ の 空 気 入 り タ イ ヤ ： 前 述 し た 第 ２ の 実 施 形 態 の 空 気 入 り タ イ ヤ で あ る 。 各 部 の
寸 法 、 角 度 、 比 率 等 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ の 長 さ Ｌ １ ： リ ブ 幅 Ｗ ｒ の １ ５ ％
サ イ プ ２ ４ の 傾 斜 角 度 θ ２ ： ８ °
サ イ プ ２ ４ の 深 さ ｄ ： セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ の 溝 深 さ Ｄ の ７ ０ ％
リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ の 角 度 θ １ ： ０ °
リ ブ の 幅 方 向 中 心 部 分 で の サ イ プ ２ ４ の 傾 斜 角 度 θ ２ ： ８ °
Ｖ 字 形 状 の 角 度 θ ４ ： ９ ９ °
リ ブ 側 面 開 口 部 分 ２ ４ Ｆ の 傾 斜 角 度 θ ３ ： ３ °
・ 実 施 例 ３ の 空 気 入 り タ イ ヤ ： 前 述 し た 第 ３ の 実 施 形 態 の 空 気 入 り タ イ ヤ で あ る 。 各 部 の
寸 法 、 角 度 、 比 率 等 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ の 長 さ Ｌ １ ： リ ブ 幅 Ｗ ｒ の １ ５ ％
サ イ プ ２ ４ の 傾 斜 角 度 θ ２ ： ８ °
サ イ プ ２ ４ の 深 さ ｄ ： セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝 １ ４ の 溝 深 さ Ｄ の ７ ０ ％
リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 ２ ４ Ａ の 角 度 θ １ ： ０ °
リ ブ の 幅 方 向 中 心 部 分 で の サ イ プ ２ ４ の 傾 斜 角 度 θ ２ ： ８ °
幅 方 向 部 分 ２ ４ Ｄ の 長 さ Ｌ ２ ： リ ブ 幅 Ｗ ｒ の ３ ５ ％
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リ ブ 側 面 開 口 部 分 ２ ４ Ｆ の 傾 斜 角 度 θ ３ ： ３ °
幅 方 向 部 分 ２ ４ Ｄ の 角 度 θ ５ ： ０ °
・ 従 来 例 の 空 気 入 り タ イ ヤ ： 図 １ ３ に 示 す 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ ０ で あ る 。 な お 、 図 １ ３ に
示 す 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ ０ に お い て 、 実 施 形 態 と 同 一 構 成 に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ １ １ ８ 】
各 リ ブ に 形 成 さ れ て い る サ イ プ １ ０ ２ は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 と 平 行 な 直 線 形 状 で あ り 、 タ イ ヤ
径 方 向 に 対 し て 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 サ イ プ １ ０ ２ の 深 さ は セ ン タ ー 側 周 方 向 主
溝 １ ４ の 溝 深 さ の ７ ０ ％ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ９ 】
以 下 に 試 験 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
ウ エ ッ ト 旋 回 試 験 ： 試 験 タ イ ヤ を 実 車 に 装 着 し 、 水 深 ５ ｍ ｍ の 湿 潤 路 面 に お い て 、 半 径 １
０ ０ ｍ の 円 周 を ２ ０ 回 旋 回 し た 時 の 、 各 タ イ ヤ の 平 均 タ イ ム を 測 定 し た 。 評 価 は 、 従 来 例
の 新 品 時 の 平 均 タ イ ム を １ ０ ０ と す る 指 数 で 表 し て お り 、 数 値 が 小 さ い ほ ど ウ エ ッ ト 旋 回
性 能 に 優 れ て い る こ と を 表 し て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
耐 摩 耗 試 験 ： 試 験 タ イ ヤ を ス テ ア 軸 に 装 着 し 、 ア メ リ カ 合 衆 国 の 道 路 を １ ０ 万 ｋ ｍ 走 行 さ
せ （ 平 均 時 速 １ ０ ０ ｋ ｍ ／ ｈ ） 、 走 行 後 の ト レ ッ ド の 摩 耗 量 を 測 定 し た 。 評 価 は 、 従 来 例
の 摩 耗 量 を １ ０ ０ と す る 指 数 で 表 し て お り 、 数 値 が 小 さ い ほ ど 耐 摩 耗 性 に 優 れ て い る こ と
を 表 し て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
耐 偏 摩 耗 試 験 ： リ ム （ ９ ． ０ ０ × ２ ２ ． ５ ） に 装 着 し 、 タ イ ヤ 内 圧 ６ ９ ０ ｋ Ｐ ａ 、 負 荷 荷
重 ２ ５ ２ ７ ｋ ｇ の 条 件 下 で ア ス フ ァ ル ト 路 上 で １ ０ 万 ｋ ｍ 走 行 さ せ る 耐 久 性 試 験 を 行 い 、
そ の 後 、 ト レ ッ ド 部 の 摩 耗 状 況 を 目 視 に て 観 察 し 、 偏 摩 耗 に つ い て 評 価 し た 。 評 価 は 、 従
来 例 を １ ０ ０ と す る 指 数 表 示 で あ り 、 数 値 が 小 さ い ほ ど 性 能 が 良 い こ と を 表 し て い る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
試 験 の 結 果 か ら 、 本 発 明 の 適 用 さ れ た 実 施 例 １ ～ ３ の 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 従 来 例 に 比 較 し
て ウ エ ッ ト 旋 回 性 能 、 耐 摩 耗 性 、 及 び 耐 偏 摩 耗 性 に 優 れ て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の 空 気 入 り タ イ ヤ は 上 記 の 構 成 と し た の で 、 耐 摩 耗 性 と ウ エ ッ
ト 性 能 を 両 立 し つ つ 、 偏 摩 耗 を 抑 制 す る こ と が で き る 、 と い う 優 れ た 効 果 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の ト レ ッ ド の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ト レ ッ ド の 回 転 軸 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 サ イ プ の 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） は リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分 の 傾 斜 し た サ イ プ の 拡 大 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は リ ブ
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片 側 端 部 開 口 部 分 と 凸 部 分 と の 境 界 を 説 明 す る サ イ プ の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 セ ン タ ー リ ブ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 リ ブ 側 面 開 口 部 分 の 傾 斜 し た サ イ プ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ Ａ ） は 新 品 時 の リ ブ の 平 面 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は ８ ０ ％ 摩 耗 時 の リ ブ の 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の セ ン タ ー リ ブ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の セ ン タ ー リ ブ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 幅 方 向 部 分 の 傾 斜 し た サ イ プ の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 （ Ａ ） は 他 の 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の セ ン タ ー リ ブ の 斜 視 図 で あ り 、
（ Ｂ ） は （ Ａ ） に 示 す セ ン タ ー リ ブ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 （ Ａ ） は 更 に 他 の 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の セ ン タ ー リ ブ の 斜 視 図 で あ
り 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） に 示 す セ ン タ ー リ ブ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 例 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の ト レ ッ ド の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 空 気 入 り タ イ ヤ
１ ２ 　 　 ト レ ッ ド
１ ４ 　 　 セ ン タ ー 側 周 方 向 主 溝
１ ６ 　 　 シ ョ ル ダ ー 側 周 方 向 主 溝
１ ８ 　 　 セ ン タ ー リ ブ
２ ０ 　 　 セ カ ン ド リ ブ
２ ２ 　 　 シ ョ ル ダ ー リ ブ
２ ４ 　 　 サ イ プ
２ ４ Ａ 　 リ ブ 片 側 端 部 開 口 部 分
２ ４ Ｂ 　 凸 部 分
２ ４ Ｄ 　 幅 方 向 部 分
２ ４ Ｅ 　 傾 斜 部 分
２ ４ Ｆ 　 開 口 部 分
２ ６ 　 　 偏 摩 耗 犠 牲 突 起
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